





















































































































































　「質問づく 」は、グループ活動を前提とした取り組みである。また、 「質問を改善する」や「質問を使って何をするか考える」という活動は 自 自答読み」には想定されていない。 「優先順位をつける」については、 「発表 類似したところがあるが、意識的に為される活 ではない。　質問づくりには、根本的な発想として次のような背景がある。　
二○年も前に私たちは、中途退学を防止しようと活動していた









































者を育てる必要があるための配慮であり、社会の要請であ とも言える。　「自問自答読み」に置き換えてみると、自問（発散） ―自答（収束）の観点に加え 、優先順位をつける（メタ認知） 、作られた質問や提出された意見をもとにした活動を行う（メタ認知）という構成が考えられる。何をするのか学習者に考えさせたり、学んだこと




　「自問自答読み」を知った時、 「分析批評」を真っ先に思いついた。 「自問自答読み」の学習にお ては作問ができるか否かに学習の可否がかかっている。ならば分析の視点 、作問の補助となるのではなかろう 。　分析の視点を教師が持ち、生徒の自問や、それに対する解答を位



















































































































　「自問自答読み」は、なぜ「なぜ～か？」の形で自問を作るのか。質問の形式を統一することが「共通のことば」につながる。また、形式を指定することで自問を作りやすくする、という利点 ある。一方で「なぜ～か？」では拾いきれないような問いがある。 「テーマは何か」 「この詩は何色を基調として るか」 った高次な質問は適宜指導者が学習者の述べようとするところを汲み取り、授業にあて めていく必要がある。　この他に、この自問では既知以上の内容については問えないとい
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